
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解散 R７.1/1９ 
    
 奥玉婦人会（藤野悦子会長）は、1月 19日に開催した臨時総会で、令

和７年３月 31 日をもって歴史ある活動に幕を下ろし解散することが出

席者全員の賛成で決定されました。奥玉地域の高齢化、介護、女性の社会

進出、少子化もあり、今後継続していくことが難しくなっていることが解

散に至った理由とされています。 

 なお、決算や財産処分等に関する最後の総会は、書面議決で行われる見

込みで、役員で最終調整が行われています。 
 

ニッコー・ファインメック㈱様の寄付金活用で備品購入  展示用パネルほか 
    
 昨年２月にニッコー・ファインメック（株）（小野

寺真澄社長）様より寄贈された金 30 万円の篤志寄

付金を活用し、奥玉振興協議会では展示用パネル６

枚・補助ポール一式及びボッチャ競技用具一式を購

入、整備しました。展示パネルは、すでに開催され

た奥玉地区民大会・あらたま作品展でお披露目し有

効活用されています。また、ボッチャ用具は貸出し

も可能でスポーツ行事等で活用されています。 
 

飛ヶ森キャンプ場内の支障木伐採作業 
    
 飛ヶ森キャンプ場では、施設オープンを前に場内のてんぐ巣病に罹った

桜の樹木や枯れた雑木など、利用の支障となる危険な状態の樹木の伐採作

業が２月末から行われています。この作業は市の発注事業で、昨年同様、

３月末までの年度内を目途に地元の有限会社タカラ住建が行っています。 

 今計画では、約 45本の対象樹木の枝打ちや伐採、集積が行われる見込

みとなっており、雪の残る場内の作業に当たっては高所作業車なども使わ

れ効率的に行われています。 

 

令和７年３月中旬～ ４月初旬の主な行事予定 
日 曜日 時間 行 事 内 容 場 所 等 

13 木 9:30 一関市立千厩中学校卒業証書授与式 千厩中学校体育館 

13 木 19:00 東磐井地区交通安全協会奥玉分会通常総会（代議員総会） 奥玉市民センター 

14 金 19:00 奥玉振興協議会運営委員会・生涯学習推進員合同会議⑤ 奥玉市民センター 

19 水 9:10 一関市立千厩小学校卒業証書授与式 千厩小学校体育館 

21 金 19:00 飛ヶ森キャンプ場びらき実行委員会 大平集落センター 

     

１ 火 9:00 奥玉振興協議会辞令交付式 奥玉市民センター 
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おくたま歳時記春疾風  春荒 
     
火の用心！ 春の火災予防運動  

大船渡市や陸前高田市では大規模な山林火災が発生し、各地で数

日間延焼が続きました。春の全国火災予防運動は 3月１日から７日

まで一週間実施されましたが、空気が乾燥し、風も強く、火災が発

生しやすい時季を迎えており、引き

続き「火の用心」「火災予防」にご協

力お願いします。 

平成 13 年４月１日から法律によ

り野外焼却（野焼き）は原則として

禁止されています。 
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学びの土曜塾「フットサル」で 1年の締めくくり  R7.２/1５ 

参加者全員に修了証と 
手作りのオリジナル記念品 

      
令和６年度の奥玉市民センター「学びの土曜塾」は、

２月 15日開催のヴィヴァーレ一関による「フットサ

ル教室」（臨時開催）で全 9回の日程を終了しました。

スポーツ、創作、体験教室など多彩な内容で子どもた

ちの学びをサポートすることができました。 

参加した子どもたちには、個人ごとのフォトフレー

ムや手作りのガラス製イニシャルタイルなどと一緒

にオリジナルの修了証を作成し交付しました。 

 

 

 

 

 
 

     
   「あらたま基金」活用で子どもたちの学びを支援！ 

 進級する“あらたまキッズ”にご褒美を贈り新たな活動を激励 
    
 奥玉小学校閉校記念あらたま基金管理委員会（小野寺明委員長）は、奥玉振興協議会と連携し、地域の

児童生徒の自主的な活動支援や青少年の健全育成に関する取り組みを進めており、今年度は、学びの土

曜塾を通して年間学習した子どもたち 24 名や、ふるさとまつりの太鼓演奏で活動してくれた子どもた

ち 17名、そして県アンサンブルコンテストで銀賞を受賞した I・E・S・B（旧金管バンドクラブ）のメ

ンバー5名の“あらたまキッズ”にそれぞれご褒美を贈り励ましました。 

 同基金は閉校記念誌の売上げ金等

を積立し運用。これまで小学生の陸

上全国大会出場や金管バンドクラブ

の東北大会出場、高校野球で甲子園

に出場した生徒への激励金贈呈のほ

か、地区内のNPO 法人響生（ひびき）

や奥玉保育園におもちゃセットを贈

る活動などを行っています。 

 

奥玉情報 QRコード  奥玉情報はスマホでもご覧いただけます。 

スマホをかざして「奥玉情報」をご覧ください。 

私設サイトですが、協議会だよりや市民センター広報等がアップされています。 
    

“笑顔と自然”あふれる奥玉 ～守り・創り・

－４－ －１－ 

「フットサル教室」の参加者（維新館） 

教室の様子と ヴィヴァーレ一関のオフィシャルパートナープレート（右端） 

「学びの土曜塾」の参加者 「I・E・S・B」のメンバー 

修了証を手にする子どもたちと 手作りの記念品・制作中の様子 

購入した展示用パネル 

奥玉婦人会役員会（２月２８日） 

高所作業車による作業（キャンプ場） 

守りたい 未来があるから 
火の用心 



 

   

新年度各自治会等の合同総会終了 事業計画や新役員も決定 
      
自治会や農家組合、愛林会など各地区の主要団体の令和７年度総会が２月中に概ね終了し、新年度の事業

計画等が決定しました。今年は、各団体とも役員改選の議題があり、新役員が選出されています。また、改

選期を迎えた行政区長の推薦も決定。現在判明している新役員をここに紹介します。 

【各地区の主な新役員等名簿】 （敬称略） 

地 区 名 自 治 会 長 農家組合長 愛 林 会 長 行 政 区 長 

大  平（第 14区） 加 藤 博 幸 小野寺    彰 千 葉    治 佐 藤 千 宏 

宝  築（第 15区） 吉 田    進 菊 地 勤 郎 菊 地 勤 郎 千 葉    彰 

中日向（第 16区） 藤 野    守☆ 菊 池 敏 幸 藤 野 正 良 岩 渕 敏 郎☆ 

三  沢（第 17区） 菊 池 敏 明☆ 菅 野 辰 已 吉 田 正 明 菅 野    博 

天ケ森（第 18区） 千 葉    浩  小野寺 秀 明   千 葉    武 小野寺 雅 彦 

町  下（第 19区） 及 川 和 彦☆ 金    安  信☆ 佐 藤 正 彦 千 葉 幸 司 

寺崎前（第 20区） 千 葉 正 行 金 野 常 雄 小野寺   豊 佐 藤 文 橘 

花  貫（第 21区） 村 上 達 男☆ 菅 原 正太郎  金 野 弘 之☆ 菅 原 精 一☆ 

※ 令和７年３月１日現在把握分   ☆印は新任 （当協議会事務局調べ） 
 

盛岡地方法務局出前講座 「相続登記の義務化について」     R７.2/25 
  
 盛岡地方法務局の出前講座を活用した奥玉市民センターの住民講座が２月 25 日に開かれ、令和６年４

月から開始された「相続登記の義務化」などについて参加者は理解を深めました。 

この日は受講申し込みのあった 28名が参加。「相続登記」をテーマに家族が亡くなった場合の土地・建

物の相続や登記申請手続きなどについて、講師の髙橋充さん（水沢支局長）による講話が行われ、参加者は

専門的な内容に耳を傾けていました。 

なかでも、「登記申請書の記載例」や「自筆証

書遺言書の書き方のポイントや保管制度」など

具体的な説明があったほか、終了後の質疑応答

も活発で、「相続土地の国庫帰属制度」や「筆界

未定地の相続」「義務化に伴う正当な理由」「家

屋の滅失登記」「所有者多数の共有地の登記」な

ども分かりやすく説明されていました。 
    

千葉喜代一さん 歴史ある「国風盆栽展」で連続入選（東京都美術館２/13～16） 
   
日本最古の歴史を有し、最もレベルと格調の高い盆栽展として知られる「国風盆栽展」で、千葉喜代一さ

ん（奥玉深芦沢）の作品「一位（いちい）」が連続入選を果たしました。 

第 99 回の同展（後期）は、２月 13 日から 16 日までの４日間、東京都美術館で開かれ、出展数は前

期と後期合わせて 300点以上。千葉さんは同盆栽展にこれまでに 10回以上出展し、そのほとんどで入選

しています。今回出展の「一位」について本人は、「あと 2～3年後を目指し作っていた作品で、正直自信

がなかった」というものの、見事連続入選を果たしました。 

最近は、中国や欧米、東南アジア勢の出展者も増加し、

国内の愛好家でも中々入選が難しくなっているとのこと

ですが、同展は来年 100 回記念を迎えることから、盆栽

歴 50年の千葉さんはすでに次の目標を見据えています。 

なお、千葉さんの丹精込めて育てられた盆栽の数々は、

あらたま作品展や新年交賀会のほか、今年１月の一関市立

図書館記念式典や各種祝賀会などでも飾られ、会場の品格

を高め、特別な空間を引き立てています。 

 

 

 

 

 

 
 

奥玉地元学研究会「奥玉田舎芝居」「本吉歌舞伎」の振り返り  R７.２/18 
   
奥玉地元学研究会（金安信会長）の２月例会では、「昔、奥玉芝居があった・・・」との話題提供から「奥

玉田舎芝居」についての振り返りを行い、出席者で本吉歌舞伎上演のビデオ鑑賞が行われました。 

この本吉歌舞伎は、奥玉の人達から指導を受けたと言い伝えのある歌舞

伎で、その復元に取り組む当時の本吉町で、平成 13 年１月に開かれた時

のビデオで、「白波五人男」弁天小僧役で、奥玉から小山静さん（現姓・髙

橋：奥玉市民センター）が出演している貴重な映像です。 

例会では、藤野壽男さん等が中心となり「奥玉田舎芝居」の復元に取り組

んだ平成１０年当時を、実際に携わった村上光正元公民館副館長などの証

言等で振り返りながら、奥玉にも上川原や町下を中心とした地域に江戸歌

舞伎直入の地芝居があり、隆盛を極めていた歴史に思いを馳せていました。     
   

奥玉パッチワーク学習会 クロス・ステッチの作品作りに挑戦  R７.２/15
  
奥玉パッチワーク学習会（千葉洋子代表）の今年の制作課題は、クロス・ステッチによる「コスモスの咲

く風景」と「ふくろう」。定期的に市民センターで指導を頂いている講師の高橋順子先生（西和賀町）よ

り、この日は材料を準備頂き、縫い方のコツなどを伝授してもらっていました。 

「クロス・ステッチ」とは、糸を交差させながら

刺していく刺しゅうの技法。「ふくろう」の型紙に

は、約２ミリの方眼が縦 92 個×横 150 個の計

13,800個あり、これに 18種類の糸で模様を刺し

ゅうしていく相当根気のいるもの。 

会員 11名は早速、試行錯誤しながら制作に取り

組んでおり、一針一針に気持ちのこもった作品の完

成が楽しみです。 
   

     

市老連千厩支部 お茶ぱたきカルタ大会 中日向長生会が準優勝    R7.2/20 
     
一関市老人クラブ連合会千厩支部主催の第 27 回お茶ぱたきカルタ大会が 2 月 20 日、千厩老人福祉セ

ンターで行われ、町内から８チーム（男女各 4人）がエントリーし、トーナメント式で勝敗を競いました。 

 奥玉地区からは、中日向長生会と寺花老人クラブが出場し、中日向長生会が見事準優勝となりました。

優勝は、昨年に引き続き天神老友クラブ（小梨）、

寺花老人クラブは善戦むなしく初戦敗退でした。 

 カルタの読み手には千厩赤十字奉仕団や声の

広報のボランティア 3 名が交代で当り、運営面

では参考となる部分もありました。 
 
 
 

大平地区 長年にわたり生活道路の除雪ボランティア活動   
  
奥玉大平地区には長年にわたり生活道路の除雪作業をボランティアで行っている方がいます。 

その一人、藤田孝一さん（飛ヶ森）は、10年ほど前から勤務の合間を縫って、市の除雪基準に満たない

時でも率先して自宅付近から江刺室根線までの約 2 キロ間を所有トラクターで除雪作業を行っており、吹

き溜まりや凍結箇所は特に入念に行っています。また、熊谷光彦さん（上ノ山）も自宅周辺のカーブや日陰

部分を中心に長年にわたり市道の除雪作業を行っており、両名とも「自分の通る道路なのでやって当たり

前」と謙遜しますが、沿道の方々は「大変助かっている」と感謝を口にしています。 
    
近くでそばカフェ「そば墅」を営

む及川福壽さんは、「長年の活動は

地元の誇りでもあり、外から来るお

客さんからも感謝されている。本当

に頭が下がる」と話していました。 

（写真は及川福壽さん提供） 
 
 
 

－２－ －３－ 

住民講座の参加者 講師の髙橋充さん 

入選した盆栽「一位」と国風盆栽展（東京都美術館） 
（写真提供は千葉喜代一さん） 

市立図書館記念式典  奥玉地区新年交賀会   あらたま作品展 

「本吉歌舞伎」のビデオ鑑賞 

髙橋順子先生を囲む受講者 作品の手本を観察 

除雪された道路とトラクターに乗る藤田孝一さん 

（写真は、準優勝の中日向長生会メンバー） 


